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武庫川 
2級河川（兵庫県管
理） 
全長66Km 
流域圏人口 14０万人 
氾濫域資産 18兆円(全
国１0位）  

    兵庫県資料に加筆 

中流部に治水
ダムの建設計
画があった 



ダムに頼らない「総合治水」への歩み 

 1960年代～「武庫川ダム」の建設計画をめぐり、推進派と反対派の対立 

 1997年  新・河川法で、治水・利水に、新たに「環境・住民の参画」 

 2000年  兵庫県知事がダム計画白紙を表明 

 2004年  知事の諮問機関「武庫川流域委員会」発足  

 2006年  同委員会は、ダムを造らない「武庫川の総合治水」を提言 

       ＊総合治水：河川対策、流域対策、減災対策 

 2010年  県が新規ダム建設に頼らない20年間の「整備計画案」を発表 

  流域委員会は、評価する意見書（答申書） 

 2011年  国土交通省が武庫川ダム建設の中止を発表 

   ------------------------------ 

 2007年  市民環境団体「武庫川づくりと流域連携を進める会」発足 

 2011年    市民環境団体 「武庫川流域圏ネットワーク」が結成 

    2012年  「武庫川市民学会」発足 



  

 

mail：mukogawaken.net@gmail.com 

HP：http://muko.jimdo.com 

 

■第 4回活動報告会■ 

（2014年 12月神戸女学院大学） 

第 8回武庫川 
河川敷お掃除会 
2014年 6月 
甲武橋 
参加 130名 

■武庫川渓谷■ 

JR福知山線廃線跡地 

多くの市民が楽しめる 

ハイキング道としての 

整備を期待 

武庫川ネットでは
オオキンケイギク
の防徐活動を実施 

魅力ある武庫川づくりへ手をつなごう 

武庫川流域圏ネットワーク 

武庫川の源流は篠山市に位置し、全長約 66km。ダムの新設に頼らな

い総合治水（河川、流域、減災）を目指し、2012 年の秋から河川対策工

事が始まった。環境への配慮と、住民の参画と協働が重要。 

 
■設立総会と記念講演会（宝塚ソリオホール 2011．7．9）■ 

■設立目的■ 

武庫川流域圏に関する各種情報の共有と発信を行い、 

安全・安心で魅力的な武庫川づくり、まちづくりを目指す。 

■主な主催行事■ 

①活動報告会   ②武庫川河川敷清掃   ③その他 

■朝日新聞 2011．6．30■ 

■お掃除をしながら、自然や文化を学びます■ 

団体会員：12団体、個人会員：100名（2015年 10月現在） 

・21世紀の武庫川を考える会 

・エコグループ・武庫川 

・三田エコツーリズム 

・はんしん自立の家 

・さんだ景観人くらぶ 

・人と自然の会 

・西宮公同幼稚園 

・津門川の自然を守る会 

・武庫川づくりと流域連携を進める会 

・武庫川円卓会議 

・武庫川の治水を考える連絡協議会 

・神戸女学院大学 環境･バイオサイエンス学科 

ポスター展示 
参加 14団体 

■2014年 8月豪雨■ 

武田尾で 16日に時間 

雨量 90㍉を記録。 

高さ 5㍍の護岸堤防が 

約 70㍍にわたって崩落。 

（資料：兵庫県） 

■仁川の特定外来植物オオキンケイギク■ 

護岸とパラペット崩落 

武庫川 

 武庫川流域圏ネットワーク 
    （2011年6月発足） 
 
設立目的： 

 安全・安心で、より魅力ある武庫川
を求める市民活動。 
 
設立記念講演会は、「森里海連関学」
の提唱者である田中 克氏 
（京都大学名誉教授）。 
 

会員（2016年1月現在） 
 団体会員12、個人会員109名。 



 

            活動内容 

  
 ・武庫川流域圏で活動する諸団体や各種の情報紹介（Ｅメール、HP） 
 
 ・会員にゲストを加えた武庫川流域圏ネットワーク活動報告会（１２月開催） 
  
  ・市民参加をよびかけ、自然探索を兼ねた「武庫川河川敷の清掃」（ ３月、６月、１１月） 
 
  ・特定外来生物「オオキンケイギクの駆除活動」 
 
  ・講演会の企画（ ２０１５年は細谷和海氏による「魚類を中心とした外来種問題」 ） 
 
  ・兵庫県が企画する「武庫川河川整備フォローアップ懇話会」、「天然アユの産卵場づくり」、 
  「武庫川づくり交流会」などの武庫川事業への参加 
  
  ・「武庫川市民学会」の活動（学会誌発刊・研究発表会・セミナー開催）を後援 
 
  ・宝塚市民カレッジ「武庫川の魅力発見シリーズ（全８回）」の講師担当 2013年、2014年度 
  
  ・エコバスツアーの企画 

  



Eメールを利用して会員に年
間70～80件の情報発信。 

武庫川流域圏ネットワークの
ホームページ 



 
  武庫川流域圏ネットワーク活動報告会 

 主として会員が、武庫川流域圏での活動を紹介し、相互交流を深める。 

  最近では、兵庫県や流域自治体の発表も多い。 
 
 

2014年12月13日（神戸女学院大学にて） 
特別講演 ：長峯純一氏（関西学院大学教授）「アメリカ・
チェサピーク湾流域の取組みから武庫川流域を考える」 



武庫川河川敷お掃除会 



武庫川河川敷清掃から副次的に得られるもの 

  

  ①川の自然や生物を知る（川を楽しむ） 

 ②川の構造や水の流れを知る 

 ③川は優しくもあり、怖いもの 

 ④自然への畏敬の念を抱く 

 ⑤川から得られる恵み（物質的、精神的）を知る 

 ⑥治水や利水の方法を知る 

 ⑦人と人とのつながりが生まれる 

 ⑧「綺麗になった」と達成感 

 ⑨「ボランティア活動をした」との充実感 

 ⑩ その他、いろいろ 



武庫川流域市民による仁川の特定外来生物 
   オオキンケイギクの駆除活動 

 仁川の河川敷きや護岸には、特定外来生物に指定されている
オオキンケイギクが大繁殖している。 このまま放置しておくと生
態系に悪影響を及ぼす可能性が高く、適切な措置をとる必要が
ある。 
オオキンケイギクの駆除活動は、地域に輪を広げつつある。 
 

                  武庫川流域圏ネットワーク 

                       



 
オオキンケイギク（Coreopsis lanceolata )とは 

 ・北アメリカ原産のキク科の多年草。 

・5~7月にコスモスに似た黄色い花を咲かせる。 

・高さは30～70cmで、葉の両面には荒い毛がある。 

・道路工事の法面強化や緑化に使用されてきた。 

・観賞用として苗が販売されていた。 

・いったん定着すると在来の野草の生育場所を奪う。 

・2006年に特定外来生物＊に指定。 

・生きたままの運搬・栽培・譲渡などが禁止。 

・違反すると厳しい罰則（懲役3ヶ月、罰金300万円）。 
・2015年1月、環境省は外来生物法の運用を緩和したため、市民が 

 駆除活動に取組みやすくなった。 

特定外来生物とは： 
 生態系、ヒトの健康、生命、農林水産業への大被害
を防ぐために、防除の対象に指定された外来の動植
物110種類（2015年10月1日現在）。 
  







武庫川ダム計画とＪＲ福知山線廃線跡ハイ
キング道問題 

武庫川渓谷に新規ダムは今後20年間はつく 

られないことになっている。しかし、その後は 

？？？ 

 穴あきダム、堤高７３ｍ、標高１１４ｍ 

・1986年にＪＲ福知山線が複線電化されるに 

 伴って、多くの人達が旧トンネルや橋梁を利 

 用したハイキング道として利用。 

・ＪＲ西日本と西宮市は、西宮市域をハイキン 

 グ道として利用することを禁じている。 

・武庫川円卓会議の調査によれば、年間6万4 

 千人が利用。 

・武庫川ダム計画と廃線跡ハイキング道の問 

 題は複雑にリンクしているように思える。 

・昨年の西宮市議会で、この問題がとりあげら 

 れた。新しい展開が期待できるかも？ 



流域連携の課題 

 ・市民団体間のお互いの顔が見えにくい。 

    ①全長６６Ｋｍという物理的距離 

  ②上流域、中流域、下流域で武庫川に対する関心事がやや異なる。 

    (下流域では治水対策、津波対策。上・中流域では平時の武庫川） 

  

 ・連携することの具体的なメリットが見えにくい。 

 

 ・数多くの団体が存在するが、構成員の高齢化の進行などで弱体化。 

 

 ・河川管理者（兵庫県）、流域自治体、市民団体との連携。 

  

  

 

 



武庫川流域圏ネットの今後に向けて 

 
１．次代を担う若い人達や他団体と連携し、次世代に続く市民  
  活動を継続していく。中・高・大学生との連携が出来つつある。 
 
２．会員内部や他団体との意見の相違はあるものとして認め、 
  協力して「より安全で魅力ある武庫川づくり」に取り組む。 
 
３．武庫川流域圏ネットワークは、市民主体の組織である。 
  河川管理者の兵庫県や流域自治体と適度な距離を保ち 
  つつ、協働して活動する。 
 
４．武庫川の総合治水はほぼ順調に進んでおり、ダム建設反対 
  の共通目標が消えつつある。 
  新たな活動目標が必要ではないだろうか？ 
   


